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ゼミ活動一年の流れ 
月 活動 

４月 ３、４年生顔合わせ、デイキャンプ準備 

５月 デイキャンプ、レスパイト準備 

６月 レスパイト事前学習 

７月 サマーレスパイト、ゾンタハウス準備 

８～９月（夏休み） ゾンタハウス訪問、意見交換会 

１０月 夏の活動検証、白山祭準備 

１１月 白山祭、グループごとにフィールドワーク活動、報告書作成 

１２月 フィールドワーク活動、ゾンタハウスクリスマス会、報告書作成 

１月 フィールドワーク活動報告、報告書完成、ゼミ論作成 

２月 活動報告会、ゼミ論完成 

３月 ゾンタハウス訪問 

※社会福祉学科3・4年生約20名 
  ＴＡ：博士後期課程院生1名の支援を受ける 



ゼミ活動で目指していること 
• 福祉制度の外で起きている福祉課題を解決するた
めに様々な市民が具体化しているフィールドで、
何が起きているのかを学ぶ。 

• 学生として継続的な支援を行うことにより、どう
いった力学が起きるかを経験する 

• ゼミでは、1人ではなく、集団で学ぶ中で、事前
事後の議論を大切にして、主体的に学ぶ。 

• 活動ごとに責任者を決め実施前から最後まで責任
をもち、そのことをとおしてマネージメント力を
つける 

• 社会福祉の問題を市民の生活レベルに落とし込め
るようになってほしい。 
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本教育における社会福祉の理論
の振り返りの要素 

１．社会福祉課題へのソーシャルアクション     
を体験する 

２．当事者主体：市民・子ども参加の価値 

３．意味ある大人・安心できる居場所 

４．寄り添い続けることが育てる信頼感 
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東日本大震災への継続的な支援
の教育への導入 

１．2011年8月～卒業生と設立していたＮＰＯを母体にして、岩
手県山田町に中高校生を対象にした無料で誰もが利用できる軽
食付き自習室の開設と運営への協力 

２．2011年7月～福島のひとり親家庭の親子の2泊3日の保養プロ
グラム：サマーレスパイトディズを毎年実施 

 

 

３．地域での子ども支援にかかわるフィールド活動：乳幼児集
いのひろば、子ども食堂、地域空き家市民活動、学習支援、里
親子の集い支援、など 

４．実践前後の話し合いの重視と情報の共有のためのＩＣＴの
活用 
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ゼミ活動でのＩＣＴの使用 
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３)．教員と学生の情報の集約 パソコンTO Y O N ET　ＡＣＥ

      ②．大学内：ボランティアフェスティバル、白山祭、同窓会などでの展示、報告会などへの参加

      ③．被災地の子ども。若者活動への参加

４)．卒業生や被災地、社会的広報 パソコン上のＢＣＣで教員が学生の原稿や現地の原稿を毎月発信約１０００人

５)．毎年活動報告書を作成、ＣＤと印刷物として配布

　※ボランティア支援室や社会貢献センターの活動との連携によって、学内学外への広報をする

      ①．学生が主催する地域活性化事業支援として：里親子とのディキャンプの実施(大学内)ガクチカサプリの活用

１)．教員を含む簡単な相互の連絡 ＬＩＮＥグループ１

２)．学生とＴＡの相互連絡 ＬＩＮＥグループ２



   
 
 

 ●●● 
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ボランティア情報閲覧（H29～30 106,610件閲覧累計） 



サマーレスパイト 
• 開催日程：2018年7月14日～16日 

開催場所：東洋大学 河口湖セミナーハウス 

 

• 目的 
福島で被災し、外で思い切り遊べないひとり親家庭
の子どもたちや、保護者の方にリフレッシュしても
らう。 

 

• 内容（学生2人と子ども1人のペアで活動） 
★子どもの学習支援 
★BBQ 
★花火 
★レクリエーション   等… 

 

 

 



1日目 2日目 3日目 

セミナーハウスに移動 起床・ラジオ体操 起床・ラジオ体操 

はじまりの会（顔合わせ） 朝食 朝食 

レクリエーション 
（宇宙オニ） 

BBQ・レクリエーション 
（ウォークラリー・スイカ割り） 

終わりの会 

夕食 学習・自由時間 見送り 

花火 夕食 片付け 

お風呂・学習 花火 東洋大学へ移動 

就寝 お風呂・学習 

就寝 

レスパイト実施内容 



実践事例１： 
中高校生軽食付き自習室
山田町ゾンタハウスの 

取り組み 



 
岩手県山田町での支援事例 

Ⅰ)山田町の被災状況 
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２）なぜ中高校生支援を考えたのか
―ソーシャルアクションへの挑戦 
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山田町ゾンタハウスの取組み

学習スペース

(自習+学習支援、寄り添い)

居場所

軽食提供

子ども

大人

街かどギャラリー

誰でも立ち寄れる

文化活動拠点

仮設入居者の交流、
憩いの場

見守り、

支え、

応援する



 
３）山田町ゾンタハウスの開設を決断した背景 

   -人と場、財源をつくり出す 
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４）斜めの関係で意味ある大人として関わる 
＊ゾンタハウス高校生が実施した調査 2016年1月 
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10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上
①安心して乳幼児と一緒

に利用できるスペース

②年齢に関係なくいろん

な人とおしゃべりできる

スペース

③時間を気にせず集中し

て勉強できるスペース

④季節のイベントができ

るようなスペース

⑤その他



５）話すことと聴くことが作り上げる
復興への希望 

• 「壊れた跡が残った街の方が好きだった。何もかもが消えていくんだ。こ
れは復興じゃないと思う」ちっちゃい子たちは、ここからはじまるからこ
こが故郷。じっちゃんやばっちゃんたちは、便利になれば後はもうしょう
がないと思ってる。 

 

• でも、うちらは「あの山田町」が故郷で、「この山田町」で生きていく。
だから、なんだか悲しい。だから人間をつなげていきたい。」 

 

• 「誰かのためにカフェをするとかそんなんじゃあなくて、自分たちはたく
さんたくさんいろんなことしてもらって助けてもらって。自分たちの事思
ってくれた人たちに、皆さんの気持ちが届いてこんなに元気にやってます
よ、みんなに元気を分けられるくらい元気でやっています。ありがとうご
ざいますっていうのを伝えるのにカフェを選んだだけ。最初はただ面白い
ことができるかなあって思ったけど、来た人が喜んでくれて、ああこうい
うことがしたかったのかも？って思ったし、まだまだ受け取った気持ちの
半分も返せてないと思う。」 

 

•  ここに、震災の後、自分の青春を大切に生きてきた女子高生たちの誇り
が育っている。［おらーほ便り2016年11月］ 
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おやつ付き
自習室

軽食の提
供と学習
支援

奨学金と
家族支援

就学の継
続と後輩
への支援

ものづく
り倶楽部
の創設：
市民社会
との交差

※地域づ
くりの担
い手とし
ての回帰

６）山田町ゾンタハウス支援の構造
「おらーほ」と「街かどギャラリー」

－子どもと市民の参加と協働による希望の循環－
希
望
の
循
環

市
民
社
会

の
支
援

子ども・若者の居場所
と市民文化の交差



• 東洋大学の旗：3代目の旗がなびく 

• 東洋大学森田ゼミ学生：長期休暇中の学生が2011年度か
ら支援活動に滞在。交通費は大学負担、ゾンタハウスに
宿泊、自炊。現地スタッフが学生の活動計画やサポート
役。学生のボランティア活動日数は、2011年度延100人日
、2012年度延70人日、2013年度延50人日、2014年度延100
人日、2015年度延130人日、2016年度延113人日、2017年
度延98人日 

• 意見交換会などで上京するゾンタ 

ハウスの子どもたちとの交流活動。 

• 子ども参加、意見表明、子ども支援 

に関する総合的なサポート 

 

山田町ゾンタハウスと東洋大学 



東洋大学の支援体制 



東日本大震災復興支援から作り上げた
東洋大学での支援体制 

１）震災直後の支援 

・在学生・保護者への支援 

・授業料の免除、試験や受験生への配慮など 

・被災地・者への支援 

 

２）支援活動における学生の安全の確認後：宿泊と
食事、指導者などの確保 

・くらしの回復活動などへの学生グループでの支援
活動 

・教員や地域団体に所属して学生が暮らしの回復活
動を担う 

 



３）支援活動：研究、教育、社会貢献の視点からの 
活動と総合化 

①学生課外活動費からの学生への経済的支援 

ア．学生部職員による学生ボランティア団体と共同した支援活動 

イ．ボランティア支援室による被災地支援活動の継続→学生主体
活動の提案へ 

②学長施策など教員（団体）への研究費助成：2011・2012年度は
特別予算化 

例：「社会学部社会福祉学科学長施策教育活動改革支援」として
特別予算で取り組む。2013年度～2016年度東日本大震災における
学生と教員の共同支援活動の展開、2017年度～東日本大震災復興
支援を継続・発展させる学生の支援活動の開発、ゾンタハウス支
援と福島母子家庭との合宿活動を中心に、年間約300万円予算措
置2013年～2016年度は助教採用 
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<東日本大震災支援活動> 
• 2011年3月末：東日本大震災子ども支援ネットワーク事務局 

• 2011年６月ごろ：多くの国際支援団体からの支援の申し出があ
る※つなぎ先は従前の団体、個人が手掛かり 

• 2011年 7月：山梨県富士見高原大学セミナーハウスを利用し
た福島の母子家庭親子の一時避難と休息の保障活動「サマー―
レスパイト開始」以降毎年実施 

• 2011年8月末：森田ゼミ学部生と院生が軽食付き中高校生自習
室山田町ゾンタハウスの開設に向けた建物の整備活動と広報に
現地で活動以降、学生を中心に毎年長期休暇中の訪問を実施 

• 2012年冬：学生たちと被災地の子どもたちの意見交換会を開催
、以降毎年開催2017年度からは夏に移行、2018年は仙台で実
施 

※学生の旅費、宿泊費、参加者については、様々な民間助成金や
、団体との共催によって共同開催。学生の活動をリレー形式でつ
ないだ  
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森田ゼミで学んだこと、身についたこと 
★ゼミ生の声 

• 机上だけではなく、実体験として学ぶことができる。 

• 子どもに対して耳を傾けることが重要なため、「傾聴力」を

身につけられた。 

• 子どもや保護者の抱える課題を共有し、解決の方法を市民活

動などで解決していく現場を体験した 

• ディキャンプ、サマーレスパイト、被災地支援などの企画、

事前学習、準備、実施、反省、まとめ、報告書作成作成「マ

ネジメント力」がついた。 

• 子どもと関わることの大変さを知った。 

• 支援を継続することの大切さ、グループ活動を学べる。 


